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第一章 緒 言

近 時 近 紫 外 線 ノ有 スル殺 菌 力 ラ吾 人 ノ實際 生活

二利 用 シテ上 水浄 化 装 置 トセ ル者 ア リ。

又近 紫外 線 中可 視 部 光線 二近 キ所 謂 ドル ノー線

ト稻 セ ラル波 長32C-2900A間 ノ 光 ハ 生物 ノ

嚢育 ラ促進 入ル者 ナ ル事 テ實 験 的 二謹 明 シタ リ

トセル多 数 ノ報 告 ア リ。 上 記 雨 様 ノ解葎 ノ下 二

近 紫外 線 テ治 療 二慮 用 スル ニ當 リ、 其 光源 トシ

テハ 先 ヅ炭 素 弧 光 ラ 慮 用 セル フ,ン ゼ ン燈 ガ北

欲 二廣 ク用 ヒ ラ レ、 次 イデ近 紫 外 線 二富 ム者 ト

シテ水 銀 燈 ガ尤 モ重 用 セ ラル ・二至 レ リ。 其 他

種 々 ノ金 馬 ラ電 極 トセル 光源 テ装 置 セル者 ア レ

ドモ廣 ク用 ヒ ラル ・二至 ラズ シテ止 芝タ リ.若

シ近 紫外 線 ガ生 物 二封 シテ上記 ノ如 キ雨 面 ノ作

用 牙有 スル者 トセバ治 療 學 上 一 テハ現 時 流 行 ス

ル ガ如 キ紫外 線 ラ褒 起 スル光 源 二就 イ テハ吾 人

ハ新 ナル智 識 ラ有 スベ キ必 要 テ感 ズ ル者 ナ リ。

余 ハ襲 二抗 酸 性 菌 ノ登 育 二及 ボ ス水 銀 燈 ノ紫

外線 ノ影 響 ラ 「ス ペ ク トル」的 二検 索 セル成 績 二.

就 イテ述 ベ タ リ。 而 シテ分 光 セ シメザ ル 光 ガ各

種 ノ細 菌 二及 ボ ス影響 テ實験 セル 者 ハ多 激 ニ シ

テ、 是 等 ノ中 ニ ハ細菌 ノ種 類 ニ ヨ リ紫外 線 二封

スル抵抗 テ異 一 ス ト唱 フ ル者(1-9}モ ァ リ.然 レ

ドモ結核 菌 二就 イテ實 験 セ ル者 ハ比較 的 少 ク、

且 ヅ其 成績 ハ庭 々 ナ リ。 即 チL6wenstein'iO),

「グ リ セ リン」馬 鈴 曹 培 養基 上 ノ 結 核 菌 テ40糎

ノ距 離 ニ テ水銀 燈 ニ テ直接4時 間 照 射 シ タル後

移 植 培 養 セ ル ニ、 封 照 二比 シテ極 ノ テ僅 カ ニ登

育 不 良 ナ ル ノZナ リ ト言 ヒNobele及 ピPetter

(10ハ培 養 結核 菌 ノ薄 層 テ 「シャー レ」二容 レ25糎

ノ距 離 ニ テ5分 間 照 射 セ シモ ノラ動 物 二接 種 シ

テ其 毒 力 ノ 弱 マ リタ ル事 テ見、15分 乃 至30分

照 射 セ ル者 ニ テ ハ死 滅 シ居 ル事 ラ謹 シ得 タ リ ト

セ リ。 猫 結 核 菌 ノ食 盟 水浮 勝 液 ラ用 ヒテ實 験 ラ

行 ヒ タル 者 ニ テハ 野 上(12)ハ1%牛 型 結 核 菌浮
づ

游 液 テ距 離30糎 ニ テ毎 日60分 宛3日 間人 工 太

陽 燈 テ以 テ照 射 セル モ猫 菌 ハ死 滅 セザ ル事 テ動

物 試 験 ニ テ謹 明 シ得 タ リ ト述 ベ タ ル モ、Howze

{ln二依 レ パ 水銀 燈 テ以 テ10吋 ノ距 離 ニ テ5分

間 照 射 ス レバ菌 ノ死 滅 セ ル事 ラ動 物 實験 ニ ヨ リ

テ謹 明 シ、Nobele及 ビPettera`)ハ 菌 浮 澁 液

が濃 厚 ナ ラザ ル時 ハ5分 乃 至10分 ノ照 射 ニ ヨ

リ菌 ハ死 滅 ス ト言 ヘ リ。 猶Henri及 ピBaroni

㈹ ハ 水銀 燈 ノ敷 公 聞 照 肚 ニ ヨ リ結 核 菌 ハ其 抗 酸

性 ラ失 ヒ、15分 間 ニ テ「ッベ ル ク リ ン」ガ破 壊 セ

ラル ト云 ヒ、Mayer及 ピDworskiCi¢ ハ5吋 ノ

距 離 ニ テ3分 間Alpin-1ampe二 曝 露 シタル菌

液 ハ動 物 試 験 ニ ヨ リ菌 ノ死 滅 セル事 テ見 タ リ ト

鰐 シ、Eidinow(M・ ・8吋 ノ 距 離 ニ テ10分 間 照
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射 ス レバ菌 ・・死 スルNit,Sヘ タ リ。Toda(6)ハ30

糎aテ 各 種 ノ結 核 齢 液 ヲ照射 シテ4分 乃 至

10分_テ 死 滅 セ シ メ得 ル事 ラ兄 タ リ。志賀(18)ハ

結 核 菌 浮 游 液 テ30糎 ノ距 離 ニ デ 種 々 ノ 時 間照

射 セル モ ノ テ杢二 之 氏鶏 卵培 養 碁 上 二移 植培 養

シ テb菌 ノ螢 育 賦 態 テ観 察 セ ル ーS分 間 照射 セ

ル モ ノ ニ纈 著 ナ ル殺 菌 力 ヲ認 メb10分 間 照 射 ゼ

ラ レタル結 核 菌 ハ培 養 基 上 二全 ク搬 育 セ ヅ リ シ

ト言 ヘ リ。 〃 他Chatin及 ビNicolau「1D)ハ

18「ア ンペ ア」、110「 ボ ル ト」ノ 電 流 デ 通 ジ タル

鐵 弧 光燈 及 ピ炭 素弧 光燈 ニ テ12糎 テ 距 テ ・結

核 菌 テ 照 射 シテ 前 者 ニ ヨ リ25秒 、 後 者 ニ テハ

35秒;テ 死 滅 セ シノタ リ ト葺 ヘ リ。

斯 ノ如 ク時 間 的 二甚 シキ相 違 テ見 ル ハ其 等 ノ實

験 方 法 即 チ菌 ノ状 態 、 光源 ト可 検 物 トノ距離 、

ソ ノ他 光 源 ノ種 類 、 電流 ノ張 サ ー ヨル 光 ノ性 質

郎 チ其 有 スル 「エ ネ ル ギ』 」ノ相 違 等 ニ ヨ リ左 右

セ ラル ・事 ハ勿 論 ナ リ,。例 之 水銀 燈 ノ 如 キ モ

Bleibaum(20)ガ 乾 板 光 感 度 テ 利 用 シテ検 シタ ル

塵 ニ ヨ レバ製 造 會 肚 ニ ヨ リテ燈 ヨ リ綾 起 スル紫

外 線 ノ輝 線 ノ有 スル 「エ ネ ル ギー」ノ強 サバ可 ナ

リ大 ナル相 違 ラ呈 スル者 ナ リ。 猜 弦 二特 記 スベ

キ ハ是等 ノ多撒 實 験 二於 イ テ強 キ紫 外 線 テ蛋 起

スル ト唱 ヘ ラル ・人 工 光源 ノ全 部 ハ紫 外 線 以 外

二猶 可 視 部 線 及 ピ赤外 線 テ多分 二有 スル者 ナ ル

ラ以 テ、 若 シ分 光 器 テ用 ヒズ シテ是 等 ノ光源 テ

以 デ直 接 二被 検 物 テ照 射 スル 時 ハ或 ハ可 覗 部 線

及 ピ赤 外 線 ノ強 キ「エ ネル ギー」ガ被 検 物 二作 用

スル ナ キ テ保 セズ。 例 之Ladenburg⑳ ガ 「ボ

ロ メー ター」テ用 ヒテ フ{ン ぜ ン燈 二 就 イテ 「エ

ネル ギー 」ノ分 布 テ検 セル 虜 ニ ョ レバ 下 圖 ノ如

キ分 布 テ見 ル ラ以 テ吾 人 ハ常 二紫 外 線 部 以外 ノ

光 ノ「エ ネ ル ギー 」ラ考 慮 轟 入 レテ實 験 結 果 ラ刺
ノ

定 スル必 要 ラ兇 ル者 ナ リポ

其 他Nobele〈i(4,Friedlend(ee),CernovOdeuM),

Tre8kinskaja(2`)Sハ 光 ノ 殺 菌 ノ1・・項 境 ノ温 度

昌無 開 係 ナ リ ト蓮'{タ ル モ、Wie8nerli),Bayne-

Janes㈹,Mnke(26,,Mayer⑳,Bacquere1(2e,

Thie1(29),Bang(so)等 ハ湿 度 ノ關 係 ス ル 事 テ 認

ノ、Linke⑳ 等 ・・漁度 モ亦 闘 係 ヲ有 スル ト唱 《・

タ リ。 然 ル ニ是等 ノ論 設 及 ピ旬 瞼成績 ニ ハ 凡 テ

是 等 混 嵐 撚 度 二就 イ テ詳 細 ナ!レ記載 テ有 セ ズ.

叉Wiesner〔L)等 ハ 嘗 テ光 ノ殺 菌 作 用 ・・菌 浮 游

液 中 ノ菌 量 二關 係 ナ シ ト唱 ヘ タ ル モbJanowski

(8」)
,Kir8tein(s2),Krausets」),Perkinscse,Paレ

thoff(b等 ハ菌 撒 多 キ時 ハ 多 ク ノ 時 間 ヲ 要 ス ト

冒'ヘ リ。

余 ハ是 等 實駿 テ閲 シ テ、 實験 者 ガ用 ヒタ ル菌浮

游 液 ニ シテ若 シ菌 ノ粗 塊 ラ混 ゼ ル者 ア ル時 ハ、

粗塊 ノ中心 部 二在 ル菌 ガ光 ノ影 響 テ受 ケ難 キハ

明 白 ナ ル ニモ拘 ラズ此 重 要 黙 テ明記 セ ル者 無 キ

不 安 テ感 ズ ル者 ナ リ。 弦 二余 ガ是等 先 人 ノ業績

中 明確 ナ ラザ ル鮎 ラ明 島 セ ン ト企 テ タ ル所 以 ナ

リ。而 シテKochガ 梅狽 通 過 二依 ラズ シテ喀 疾

ヨ リ直接 二結 核 菌 テ分 離 純 梓培 養 スル ハ難 事 ナ

リ ト唱 ヘ シ以 來 、 諸 學 者 ハ種 々 ノ集 菌 法 又 ハ檜

菌 法 二就 イテ 改良 テ企 テ タ リ。 近 年 住 吉 【筋 切

ガ所 謂 硫 酸 腱 置法 ニ ヨル喀 淡 ヨ リ ノ結 核 菌 分 離

培 養 法 テ 創 ノ シ 以 來 學 者 ノ 注 目 テ引 キ、 更 二

Hohn(3s-"2)ノ 改 良 ニ ヨ リ著 シク其 實 用 慣値 テ高

メ、 終 二仕 吉 法 ハ在來 ノ諸 多 ノ結 核菌 検 出法 二

勝 レル最 モ確 實 ナ ル方 法 トシテ、 動 物 試験 法 ト

其 優 劣 テ論 議 セ ラル ・二 至 レ リ。即 チKoizumi

㈹
,SUtterlin(i4),Seelemann及 ピKli㎎m並11er

㈹
,Schmidt及 ピSylla圃,Seige(4n等 ハ依 然

トシ テ 動物 試 験 ノ 確 實 性 ラ 支持 セ ル モ、 住 吉

(s「'-3η,Petseh及 ビSimehowitz㈹ ,L6wenstein

Ggxso),Schrader{51),Meller(52),Jacobi【53)うMa-

thies【・s4),Hohn(38}42)Rolofじ 〔55)等ハ培 養 法 ノ卓

越 セル事 テ主張 セ ル ガ姉 久 是 等 雨設!優 劣 千

就 イテ ハ今 日猴 噺 定 二達 セザ ノkヲ以 デ、余 モ亦
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培養試験 ト動物試験 ドラ併 セ行 ヒテ雨者 ノ比較 　 テ毛試 ξタリ。

第二章 實験方法

本 實験 二使 用 セ ル光 源 ハ 日本石 英 工業 株 式 會 肚 匿L

製 ノ交 流 川小型 「ア クイ」太 陽燈 ニ シテ、 本 器 デ
よ

通 ズ ル電 流 ハ2「 ア ンペ ア」、60「 ボ ル ト」ナ リ。

賓験 二 供 セ ル 菌 株 ハ 人 型 及 ピ牛 型 結 核 菌 ノ歎

種 、鳥 型 結 核 菌及 ビ「チモ テー 」菌 ノ各 一 種 ニ シ

テ、 余 ガ前 實 験 二行 ヒタ ル ト全 ク同様 二作 成 セ

ル者 ナ リ。 印 チ0・2%ノ 菌 浮 游 液 テ内脛1mm

ノ石英 試験 管 二注 入 シテ水銀 燈 ニ テ照 射 セ リ。

其際 反 射 光 ノ影 響 ラ避 クル 罵 二墨 汁 テ塗 リタ ル

小 サ キ嗜箱 内 二 固定 シ、 暗 室 中 ニ テ種 々 ノ距離

一
、培養試験

い及 ビ時 間水 銀 燈 ・=曝露 シタル後 、 直 チ ニ各 菌 浮

澹 液 テ白金 耳 一 テ レー ヴ,ン シ 、タ ィ ン氏 鶏 卵 培

養 基 及 ビ墨 汁 加 鶏卵 培 養 基 二移 シ卿卵 器 内 ニテ

培 養 シ以 テ菌 ノ磯 育 ヲ検 シタ リ.培 養 基 上 ノ菌

聚 落 疲 育 状 態 テ柵、督b十,一 ノ4階 級s分 チb

夫 々封 照 ト同 ジキ者 、菌 聚 落 ノ畿 育 梢 篭不 良 貞

シテ其 敷 モ少 キ者 、褒 育著 シク不 良 且 撒 モ亦極

メ デ少 キ者 及 ピ全 ク登 育 セザ ル者 ナル事 テ表 セ

ル事 前 二同 ジ。

第三章 實験成績

余・・光源 ト菌液 トノ距離 テ15楓30糎,60楓

9Q糎 ノ4種 二憂更 シテ各一定時間 ノ照射 グ行

ヒ、且其都度實験室内ノ温度、比漁度及 ゼ氣歴

ヲ測定セリ。

實験成績 テ纏括 シ圖表 トセル者ハ次 ノ如 シ。

第1表 光源 ト被検物 トノ距離15糎

菌 株 名 氣歴

型結核菌緒方株

牛型結核菌牛1株

鳥 型 結 核 菌
「チ モ テ ー1'

755

757

756

762

温度牌購1

講 手圭
15541十!-i-一

第2表 光源 ・ト被槍物 トノ距離30糎

菌 株 名
}　 i-一

75i21
1緒 方株 一 蔑}一 譲「

「雁 「「齋「

淺野株lr一 騨 漏 一

1継 、酬 比轄
里

↓

クソ一フフ

墜伽
m

52

56

7

7
・

7
・

1

ー

ー

ー
署
署
虚
-

結

菌

'型人
核
㍉

株0く'牛"
結

菌
型

7

"
牛

核

557稼功蝦
9`

・

ρ

50

一74

照 射 時 間i
1分12分13分14分5分

7551・26}63
　 　　 　

7soi24il・4

24iT

24

に
」

り
0

9
何

9
側

+
マ
=

+
王

+

什
圧

什

1760鳥 型 結 核 菌

:751

23

一
25

什 経+

++F

副+
71+←{十

　

業翻季

一

十

=

十
=

一十
=

一十

十

一
十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

十1-
　 　へ

十1-

一 ト ー
__.¶_

_i__

1-

1-
Tl=

,.,鳥
,e{]`il::

「チ モ テ ー」菌
`

一 ぎ ζ

.',

「

照 射 噌o時'〆 間

il分i3分15分,7分j10分}11分i12分113分i14分115分116分117分

籍ll普}÷}苦一而 膨rl一 τ1「 漸

+
≡

+

土
土
+

+
王

+

土
土
+

+
王

+

土
土
+

+
王

+

+
王

+

上
五

+

什
正

什

十

一十
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第3表 光源 ト被轍物bノ 距離60糎
一

菌 株 名

人型紹核菌緒方株
一 噌 『一一 　 ワ ー ■一

牛(1)株

牛 型 結

核 薗 ㎝一 　一
'卜①)株

一 一一

氣腿

752

温 度

21

比渦度
%

b8

照 射 時 間

i剃5卯 分11・到11頒頒 分i睡i分116'分

帯一
柵一
柵一
柵一
榊

,一

帯一
柵一
帯

帯一
什一
帯一
十十一
柵一
什一
什一
什

什一
軽一
什

十一
十一
十十一
十一
十一
十一
十一
什

十一
十一
十一

土
十

〇一

十
一 一

十一
十

十一
十

鰯 一 囎

十一

土
t
土
十

一 一

十

十一
十一
十一
十一
十

輔一

t
十一
十

十一
十

`一

十一
十一
十

一一

土
十一
十

十一
十一
十一
十一
十一
十

十
7
-
十
7
-
十

…『='

二752 23 50

752 24 71 一
一
一756 25 46

一
十十一
什一
督一
十一
骨

755 23 75 一

758 22 69 4 一一
『}

鳥 型 結 核 菌
760 26 47 十 一 一
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比漁度
タ6
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一 一 一 一 噂 一 一 一 一 一 臼 一 一 一}一}-

1・分1・3分i・5分1剛17分!18分119分12・分123分陣 陣
一__一 一 一 一一 一

68 帯一
帯一
柵一
什

十十 十}
一一_

十}十 十一_
十十 十
一 一一

十 十

一 一 一 一一

十一
十一
十一
十

十一
十一
十一
十

十 十一 一
十 十一 一
十 十
=「 「「

十一
十一
十一

十 十一 一
十 十一 一
十 十

十一
十一

1十

,

牛型結 牛(1)株 752 24 71

核 菌 牛(D)株 755 28 75

壷 型 結 核 菌 760 26 47 _「 ゴ ー=ゴ=一

即 チ菌 浮 游 液 ラ15糎 ノ 距 離 ニ テ 人 工 太陽 燈 テ

以 テ1分 間 照射 セル モ ノハ培 養 試 験 上封 照 二比

シテ聚 落数 ハ著 明 二減 少 シ、2分 間 ノ照 射 ニ テ

全 ク菌 ノ褒 育 ラ見 ザ ル ニ至 ル。 又 光源 ト被 検物

トノ距 離 ラ延 長 シテ30糎 トス レパ、1分 間 ノ照

射 ニ ヨ リ已 二褒 育 聚 落 数 ハ稽 亙減 ジ、2分 聞 ニ

テ著 明 二減 ジ終 二5分 間 ニテ ハ完 全 二登 育 テ阻

止 セ ラ レ、30絵 日 テ経 ル モ培 養 基 上 二菌 ノ褒 育

テ見 丸 「チ モ テー 」菌 ハ光 二封 ス ル抵 抗 力強 ク、

17分 以 上 ノ 照 射 テ加 ヘ テ 始 メ テ 死 滅 ス ル テ見

ル。 光源 ノ距 離 テ 更 二大 ニ シテ60糎 トス レバ

諸 種 結 核 菌 ハ10分 以 上 ノ照 射 テ 加 ヘ テ 褒 育 障

碍 著 明 トナ リ、 終 二16分 間 ノ 照 射 テ 加 フル ニ

至 リテ全 ク死 滅 ス更 二。光 源 テ90糎 二遠 ザ クル

時 ハ16分 間 以 下 ノ照 射 ニ テ始 メ テ 著 明 ナ ル 螢

育障 碍 テ見 ル ノ ミニ シテ27分 ノ 照 射 テ 行 フモ

猫 死 滅 セザ ル モ、鳥 型 結 核 菌 ハ抵抗 弱 ク シテ20

分 間 ノ照 射 ニ テ死 セ リ。 又 實 験 室 内 ノ温 度 ノ影

響 二就 イテ考 フル ニ、 低 温 度 ノ場 合 ニ ハ菌 ノ抵

抗 張 キ ヤ ノ観 アル モ、 全 ク反 封 ナ ル場 合 モ ア リ

テ、 余 ノ實 験 ノ如 ク短 時 間 内 ノ操 作 ノ際 ニハ温

度 ノ僅少1相 違ハ實験成績 二著 シキ影響 テ與ヘ

ザル者 トセザルテ得 ズ。次 二余 ノ實験 ガ菌浮游

液 ナルテ以テ塗抹標本 テ餓 テスル他 ノ實験 ノ如

ク室内漏度 ノ相違ハ全 ク何等 ノ影響 テ與ヘ タリ

ト考 フル子得ズ。

二、動物實験

實験 二使用セ ル結核苗ハ人型中毒力強 キ淺野

株、 毒力弱 キ緒方株度 ピ牛型菌彊(牛D株 、弱

(牛1)ノ2株 テ選 ピテ読記 ノ實験 ト同様 ナル菌

浮游液 トシ、其等 ノ各 々テ30糎 ノ距離ニテー

定時間水銀燈 ニテ照射 シタル者0.2㏄mラ 直チ

ニ海瞑 ノ右下腿皮下二注射 シ、猴其一部 ラ培養

基 二移 シ鰐卵器中一テ培養セリ。動物ニテハ肉

眼的二結核性墜化テ認メ得ル迄相當長時 日飼育

セリ。

是等 ノ成績 テー括 スレバ下表 ノ如 シ。

表 ラ通覧 スルニ結核菌ハ其毒力 ノ彊弱 二無關係

二、人工太陽燈 ニテ7分 間以上照射 セラル ・時

ハ培養基又ハ動物歌 レノ試験法 二依ルモ全 ク死

滅 スル事確實 ニシテ、多 クノ場合5分 間 ノ照射
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一テ充分 ナリ。3分 間ノ照射 一テハ 動物試験

ニテ陰性結果ナルモ、培養試駿 ニテ陽性ナリシ

ー組 ラ弱毒人型結核菌テ以テセル實験例中二見

タリ。猫強毒菌 テ用ユ レバ人牛雨種共 二、培養

基上登育不良 ナル揚合rモ 動物各臓器二著明ナ

ノレ結核性慶化テ認ムル者ナ リ。此結果ハ余 二結

核菌詮明法 トシテノ培養法 卜動物通過法 トテ比

較 シ得ル機會 テ與 フル者ナリ。即チ余 ノ實験 テ

通 ジテ培養基ニテハ動物試験 ヨリ早期 二菌 テ登

見 シ得ルノミナラズ毒力弱 キカ叉ハ菌歎少キ場

合ニモ菌 ノ誼明容易ナ リ。加之本實験 ノ如 ク照

射時間 ノ長短、即 チ菌 二加ヘラル・危害 ノ程度

一ヨリテ菌 ノ蒙 ル障碍程度 ラ知 ラントスルガ如

キ場合ニハ、培養基上ノ登育獣態 テ見テ之ラ判

定 シ得 ル事極 メテ容易ナルハ附圖爲眞 ノ如 シ。

次 二彊弱結核菌 ノ読明法 トシテハ動物實験二依
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レ バ病 毒 性 ノ判 定 培 養 基 ∴ 依 ル ヨ リt明 瞭 ナ ル

ガ如 シ。 然 レ ド毛結 核 菌 ノ病 原,陞ハ人 卜海 瞑 ト
らの

二於 イテ必 ズ シモ 並 行 セ ザ ル者 一 シテ、L6wep'
ゲひ レ

stei臓?0}∴ ヨ レバ海 獲 無 毒4生結 核 菌 乱 ヨル人 ノ"

感 染 アル ガ如 久 更 二住 吉 圃 ハ人 間 ノ尿 及 ピ喀

痕 中 ヨ リ動 物 實 瞼 陰 性 ニ シ テ培 養 賦験 ニ テ ハ陽

・性 ナ ル結 核 蘭 ヲ遷鐘見 シタル如 クb4ト 日"テ ハ 痔

葱 日 ノ如 ク動物試験 ラ培齎試瞼 二比 シテ著 シク優

越 ナリト信ズル麟者少キ属至 レルノτナ戸夙

培萄賦験 ハ安償且ヅ按術容易昌シ汽 余 ノ實験
1㌦塙 於 ケルガ如 城 績 ノesj定モ亦極メテ確然タル

・'者アルラ以テ、余 ハ通常 ノ場合 昌ハ結核菌鐙明

法 トシテ培養賦験 テ以 テ充分ナリ♪信ゼン,トス

ル者 ナリ。

第四章 結 論

慨記 ノ實験成績 ヨリ余ハ次 ノ結論 テ得 タリ。

人型、牛型及 ピ鳥型結核菌蛇 ピニ「チモテー」菌

等 ノ菌盟 ラ各個 二分別 セル者 ケ以テ作 レル稀穂

ナル各菌浮游液 テ、水銀石英燈ニテ種々ノ時間

照射 セル者テ培養基 二移 シテ菌 ノ褒育状態 ラ検
ご

ス ル ニ、 一 ,

1・ 光源 トノ距離 テ15糎 トシテ 照 射 スル 時 ハ

各 種抗 酸 性 菌 ハ1分 間 ノ照 射 ニ テ其 登 育 状 態 著

シ ク不 良 トナ リ、2分 間 ノ照 射=.テ 全 ク登 育 セ

ズ。

2.又 光源 トノ距離 テ30糎 トス ル 時 ハ 各種 ノ

結 核 菌 ハ1分 間 ノ照 射 ニ テ其 螢 育 状 態 梢 ヒ不 良

トナ リ、 菌 株 ニ ヨ リテ相違 テ呈 スル モ4分 間 ニ

テ強 キ障 碍 テ蒙 リ、5分 以 上 ノ照射 テ加 ヘ ラル

ル 時 ハ全 ク壷 育 セ ザ ル ニ至 ル。 「チモ テー 」菌 ハ

抵 抗 強 ク シ テ 之 テ死 滅 セ シムル ー=・・16分 間 ノ

:照射 テ要 ス。

3.光 源 トノ距離 テ延長 シテ60糎Fス レパb各

種 ノ結核菌・・7分以上 ノ顛射 ニテ著 シキx育 障

碍 テ蒙 リ、16分 間 ノ照射=テ 全 ク死滅 ス・

4.更 二 光源 テ90糎a置 ケパb備 型結核菌ハ

20分 間 ノ照射ニテ死 スルモb牛 型及 ピ人型結核

菌 ハ27分 ニテモ猫培養基上二疲育ス。

5.余 ノ實験範園ニテハ實験室内ノ温度及 ピ漁

度ハ實験成績 二無開係ナリ。

6.海 演ラ用 ヒテ同機ナル實験 ヲ行 フ='、其威

績ハ屋 、均一ナラズ。殊 二弱毒菌 ノ謹明法 トシ

テハ不確實ナルモ、唯彊毒菌 ノ謹明法 トシテハ

其成績明確 ニシテ培養基ニヨル成綾 二勝 ル事多
の

シ。故 二結核菌謹明法 トシテノ培養基法 ト動物

試験法 トラ比較 スルニ、吾人ハ臨躰 二於 ケル日

常 ノ場合ニハ培養法 テ以 テ充分ナリト認ムル事

テ得。
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